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まちのわだい｜TOWN TOPICS｜

「
大
き
く
踏
み
出
せ 

輝
く
未
来
へ
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
〈
平
成
30
年
度 

電
気
の
ふ
る

さ
と 

苓
北
町
産
業
文
化
祭
〉
が
11
月
17
日
・
18

日
の
二
日
間
、
農
村
運
動
広
場
一
帯
を
中
心
と
す

る
町
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
苓
北
町
産
業
文
化

祭
。
17
日
午
前
９
時
か
ら
苓
北
町
総
合
武
道
館
で

行
わ
れ
た
開
会
式
を
皮
切
り
に
、
様
々
な
催
し
が

各
会
場
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
村
運
動
広
場
特
設
テ
ン
ト
内
で
は
各
種
団
体

に
よ
る
食
品
バ
ザ
ー
・
物
産
展
の
ほ
か
、
豚
汁

３
０
０
食
（
17
日
）
、
せ
ん
だ
ご
汁
・
レ
タ
ス
ゼ

リ
ー
・
米
粉
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
２
０
０
食（
18
日
）

も
来
場
者
へ
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

麟
泉
運
動
公
園
で
は
、
今
回
初
め
て
、
苓
北
町

と
熊
本
県
防
災
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
ひ
ば
り
」

と
の
合
同
連
携
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
17

日
）
。
町
・
広
報
係
も
ほ
ん
の
数
分
間
で
し
た
が

ヘ
リ
へ
の
搭
乗
を
許
さ
れ
、
西
海
岸
か
ら
富
岡
半

島
、
東
海
岸
を
ぐ
る
り
と
一
周
。
窓
越
し
な
が

ら
、
美
し
い
町
の
地
形
を
数
枚
、
写
真
に
お
さ
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
、
前
回
に
引
き
続
き
出
演
い
た
だ
い

た
熊
本
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏

で
、
二
日
間
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

町
民
皆
さ
ん
の
力
が
結
集
し
た
産
業
文
化
祭
。

役
場
企
画
政
策
課
に
よ
る
と
二
日
間
で
、
延
べ

５
，６
９
５
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

平成30年度 電気のふるさと

苓北町産業文化祭
町の力を結集した二日間！

―

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
最
優
秀
賞―

本
田
弓
子
さ
ん
︵
富
岡
・
新
町
︶

﹁
大
き
く
踏
み
出
せ
　
輝
く
未
来
へ
﹂

お
お

ふ

だ

か
が
や

み
ら
い

開会式であいさつをする田嶋町長（17日、武道館）

一休さん!? でハイポーズ！ （17日、体セ）

あつあつの豚汁（17日、農Ｇ）

米粉シフォンケーキの試食（18日、農Ｇ）

蘭展（17・18日、コミセン）

第32回苓北町少年武道発表大会（18日、武道館）

志岐集会所であったふるさとふれあい文化祭（18日）

防災展で寝袋を体験する小学生（17日、麟泉公園）

二日間を締めくくる熊本県警察音楽隊の演奏会（18日、農Ｇ）

苓北ｈｏｔコンサート（17日、武道館）

体育センターでの各種展示（17・18日）

県防災ヘリ「ひばり」を間近で見学（17日、麟泉公園）





６７   広報れいほく ２０１８ 12月号広報れいほく ２０１８ 12月号 苓北町歴史資料館へ出かけませんか。☎35-0712（休館日は毎週木曜日）

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所　新ふれあい館　☎35－1270

も
、
高
さ
に
換
算
さ
れ
て
い
な
い
筈
で
す
。

石
垣
の
謎
…
図
３
は
、
百
間
石
垣
の
東
側
寄

り
17
ｍ
分
で
す
。
大
方
の
積
み
石
は
、
割
り

石
で
、
東
端
で
繋
が
る
石
垣
34
と
同
じ
工
法

で
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
※
図
４
参
照
。

と
こ
ろ
が
、
図
３
を
見
る
と
、
薄
い
灰
色

で
網
を
被
せ
た
部
分
が
、
全
く
性
格
の
異
な

る
積
み
石
で
あ
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。
東

側
か
ら
西
側
に
緩
傾
斜
し
た
丸
石
群
で
、
野

面
積
み
と
い
う
工
法
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
丸
石
群
が
、
割
り
石
の
中
に
入
り
込

ん
で
い
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、

後
世
の
積
み
直
し
に
よ
る
も
の
で
す
。
平
た

く
言
え
ば
、
あ
る
時
期
に
、
石
垣
の
一
部
が

崩
れ
て
、
こ
れ
を
修
復
し
た
も
の
で
し
た
。

丸
石
を
補
充
し
た
後
で
、
上
か
ら
崩
れ
落
ち

た
割
り
石
を
載
せ
て
、
修
復
石
垣
を
固
定
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
事
は
重
大
で
す
。
何
せ
、
袋
池

の
面
石
垣
が
、
部
分
的
で
あ
れ
崩
壊
し
た
の

で
す
。
池
に
面
す
る
側
は
、
土
手
で
あ
る
だ

け
に
、
石
垣
の
崩
壊
箇
所
か
ら
、
水
漏
れ
が

発
生
し
た
事
は
、
必
至
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
だ
け
の
災
害
が
、
記
録
に

残
っ
て
い
な
い
の
も
、
不
思
議
に
思
い
ま

す
。
歴
史
の
面
白
さ
は
、
こ
の
様
な
面
に
も

あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
富
岡
城
お
城
ま
つ
り
の
会
場
と

な
っ
た
百
間
石
垣
に
つ
い
て
、
新
た
な
説
明

を
し
ま
す
。

〔
名
称
の
由
来
〕

富
岡
城
図
に
は
、
「
此
塀
長
九
十
四
間
」

と
あ
り
、
メ
ー
ト
ル
に
換
算
（
一
間
を
１
・

83
ｍ
）
す
る
と
、
約
１
７
２
ｍ
に
な
り
ま

す
。
築
地
塀
と
石
垣
は
、
一
体
化
し
て
い
ま

す
か
ら
、
石
垣
の
長
さ
も
、
こ
れ
に
な
り
ま

す
。

〔
城
絵
図
と
現
状
〕

石
垣
の
長
さ
…
百
間
石
垣
の
長
さ
は
、
上
場

1
5
8
ｍ
、
下
場
１
６
０
ｍ
。
上
場
の
残
り

14
ｍ
分
が
、
石
垣
の
西
端
部
に
描
か
れ
た
廊

下
橋
と
、
そ
の
東
下
に
あ
た
り
ま
す
。
縁
部

に
石
垣
も
描
か
れ
、
高
さ
二
間
半
（
４
・
６

ｍ
）
と
あ
り
ま
す
。
※
図
１
参
照
。

石
垣
の
高
さ
…
城
絵
図
の
西
側
寄
り
に
、
高

さ
四
間
（
７
・
３
ｍ
）
と
あ
り
ま
す
が
、
石

垣
の
天
端
石
の
標
高
は
、
西
側
寄
り
で
標
高

８
・
７
〜
８
ｍ
あ
り
、
最
大
で
１
・
４
ｍ
の

誤
差
が
生
じ
ま
す
。
で
も
、
海
岸
線
の
砂
浜

は
、
凸
凹
し
て
お
り
、
石
垣
の
積
み
上
げ

も
、
こ
れ
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
根
石
の
部
分

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
81
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
元
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

富
岡
城
跡
の
発
掘
調
査
と

　
　
　
　
　
　
　

  

整
備
事
業
報
告 

（21）

　早いもので、今年も残りわずかとなりました。
　今年も、支援センターに、たくさんの親子が遊びに
来てくれました。ママたちみんなで、どの子にもやさ
しく声をかけふれあい、とても和やかな雰囲気です。
　初めて来られた人もすぐにうちとけて、子育ての話
に耳を傾けたりおしゃべりも弾み楽しそうです。気軽
に出かけて一緒におしゃべり楽しみませんか？
　お待ちしています。

　今月は坂瀬川保育園からこ
ぎつねご飯を紹介します。
　三角に切った油揚げが、こ
ぎつねの耳のようなことから
名付けられた料理です。主役
の油揚げに鶏肉のうま味や調
味料がしっかり浸み込み、子
どもたちが大好きな一品とな
っています。
　ぜひご家庭でも作ってみて
ください。

今月の
坂瀬川保育園坂瀬川保育園坂瀬川保育園坂瀬川保育園 人気メニュー

「こぎつねごはん」
坂瀬川保育園のお友だち

　子育て支援
センターでは、
「ちょっと用事が
ある時、子どもを見てもらえたら助かります」と
いうママたちからの要望が聞かれました。
　そこで１月から新しい試みとして、プチサポー
トを実施しますのでご利用ください。
　例えば……、
①子どもやママが病院へ行くとき預かってほしい
②赤ちゃん連れでできない買い物をしたい
　等、ママたちが安心して用事を済ませることが
できるようにサポートしていきたいと思います。
（支援センターの行事の時は、利用できません）
★利用料　1時間100円　（2時間ぐらいまで）
★対象　　町内に居住されている親子

チームぱくぱく

地域で。家庭で。くらしに食育を。
将来を担う子どもたちを“食で育む命の応援団”

１月の共通メニュー

  のっぺい汁（１月21日）
１月の共通メニュー

  のっぺい汁（１月21日）

①米は普通に炊く

②人参と椎茸は食べやす

い大きさに切る。油揚

げは、油抜きをして小

さく切る

③鶏ミンチを炒め、人参、

椎茸、油揚げを加えて

調味料で味をつける

④ごはんと③を混ぜ合わ

せる

作り方

材 料（４人分）

米
油揚げ
人参
椎茸
鶏ミンチ

･･･････････････････２合
･･････････４０㌘

･････････････２０㌘
･･･････････････２枚

･･･････１００㌘

濃口しょうゆ

砂糖
酒
薄口しょうゆ

塩

････大さじ１
･･････････小さじ１

･･････････････大さじ１
････大さじ１

･･････････････････少々

志岐保育園のお友達が、
勤労感謝のプレゼントを
届けてくれました

図１　城絵図（百間石垣・西端部の廊下橋）

図４　石垣34（百間石垣入角部分）

図２　百間石垣～追手門周辺図

支援
セン

ター
から

　　
忙し

いマ
マた

ちへ

お知
らせ

図３　百間石垣東寄り部（17ｍ分）

け
ん

ひ
ゃ
っ
け
ん

の

づ
ら 

つ

つ
い
じ
べ
い

か
ん
さ
ん

ろ
う

か  

ば
し

て
ん
ば
い
し

こ
の
へ
い
な
が
さ

赤ちゃんもママもいい気持ち！

ナイスショット！



問問

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
野菜は何でも好きで食べます。野菜に合わせて肉と魚も交互
に毎日食べますが、どちらかと言えば肉が好きです。
昔は、魚介類が嫌いでしたが、夫（誠さん）が漁師もしてい
たので、様々な魚介類を食べさせられて、食べられるように
なりました。
今は、私と夫の体のことを考えて、毎日バランスの良い食事
を心がけています。

　　好きな男性のタイプは？
昔の夫は、すらっとして本当によか男やったとですけど
ねぇ(笑)
夫は大病を何回もして、本人も苦労したと思います。健康で、
すらっとしてよか男が私のタイプと欲張りしておきます。

　　もし生まれ変わったら？
男に生まれたいなと思います。
女は、男と同じように働いた後に、家のこ
となどなんやかんやがあって大変でした。
男は男で大変なこともあるのだろうと思い
ますが、女には女の苦労があるんです (笑)

　　私の健康法
毎日の運動と趣味を持つことが私の健康法です。
夕方になると近所を毎日必ず歩き、寝る前には３０分程度の
簡単なストレッチ（屈伸など）をし
て運動をしています。
昔は、民謡・三味線・舞踊など沢山
趣味がありましたが、私の膝痛と仲
間が高齢化したこともあり、現在は
休業中です(笑)
今は、絵手紙をやっています。完成
した絵手紙を、お店に飾ったりして
楽しんでいます。

　低所得世帯・障がい者世帯・高齢者世帯を対象に、
資金の貸付と必要な相談支援を行います。経済的自立
及び生活意欲の助長、在宅福祉及び社会参加の促進を
図り、安定した地域生活を送れるよう支援します。

　失業など、日常生活全般に困難を抱えており、生活の
立て直しのために生活費と一時的な資金を必要とし、貸
し付けを行うことにより自立が見込まれる世帯に貸し付
ける資金
①生活支援費　生活再建までの間に必要な生活費用
②住宅入居費　敷金、礼金等住宅の賃借契約を結ぶた
めに必要な費用
③一時生活再建費　生活再建に一時的に必要かつ日常
生活費で賄うことのできない費用

　低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯に対し、日常
生活を送る上で、自立生活を営むために、一時的に必要
であると見込まれる費用
　①生業を営むために必要な経費、②技能習得に必要
な経費、③住宅の増改築、補修などに必要な経費、④福
祉用具などの購入・福祉サービス利用に必要な経費、⑤
障がい者用自家用車の購入に必要な経費、⑥災害を受
けたことにより臨時に必要となる経費、⑦冠婚葬祭に必
要な経費、⑧住居の移転等、給排水設備などの設置に
必要な経費、⑨就職、技能を習得などの支度に必要な
経費、⑩その他の日常生活上に必要な経費など

①教育支援費
　高等学校、短期大学、大学又は高等専門学校に修学
するのに必要な経費が、無利子で借りられます。（国公

創業６４年の若松理容店！
これからも夫婦でぼちぼち頑張ります！

No.213

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ
心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

わか 　まつ み　　 すず

（昭和８年１１月２１日生まれ）満８５歳　本郷区在住
若松美鈴 さん

立、私立の高等学校、短期大学、大学又は高等専門学
校など）　　　　　　　　   （所得に制限があります）
②就学支度費
　高等学校、短期大学、大学又は高等専門学校への入
学に際し必要な経費
（入学のときの教材、カバン、制服、靴など）が無利子
で借りられます。　　　　　（所得に制限があります）

次の６点のいずれかに該当する場合は貸し付けを行う
ことができません。

①民生委員児童委員・市町村社協・県社協の支援
や指導を受け入れない人
②自己破産の申立て中や多重債務の人
③母子・寡婦福祉資金、日本学生支援機構、県育
英資金などの公的資金をすでに借りている、また
は借入資格のある世帯
④現在借入中の償還（返済）が滞っている人や連
帯保証人となっている人
⑤現住所が住民票と同一でない人
⑥生活保護を受給中の人

　不要になり寄附された福祉機器などを、必要な人に利
用してもらうリサイクルコーナーです。

■申込受付期限
　希望する人は、１月９日（水）までに苓北町社会福祉
協議会へお申し込みください。希望者多数の場合は、抽
選になります。
　抽選は、１月１０日（木）午前９時から、苓北町新ふ
れあい館で行います。

低所得・障がい者・高齢者世帯対象
生活福祉資金貸付制度

福祉機器リサイクルコーナー！

町内
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　杖立温泉で有名な阿蘇郡小国町、宮﨑家・８人兄弟の次女
（姉・妹１人ずつ、弟５人）として生まれる。
　幼少期に母が亡くなり、顔を覚えていないことが残念だが、
継母とその子である５人の弟達のお蔭で、賑やかな大家族と
なった。
　父の仕事の影響で、６歳の時に中国北支の大同、10歳の時
にモンゴルの張家口（現在は中国領）と外国を転々とする生
活が続いた。
　12歳の時に張家口にて、終戦を迎えた美鈴さん一家は本土
へ引き上げることになる。引き揚げの際は、旧ソ連（現ロシ
ア連邦）の攻撃を死にもの狂いで、逃げながら博多まで引き
上げた。無事に小国町まで帰ってくることができたが、簡単
には平穏無事な生活は訪れなかった。GHQの農地改革により、
当時、父が知人へ貸していた土地を全て取り上げられてしま
ったのだ。
　父がなけなしのお金で、小国町に新たな自宅と畑を購入す
るが、財産はほとんどなくなってしまう。美鈴さんは姉の元
を頼り、大分県の床屋で働くことを決意。仕事にも慣れ始め
ていた、昭和28年のある日、美鈴さんの元へ、悲報が届く。
白川大水害により、自宅が全壊したのだ。大急ぎで小国町へ
帰ろうとするが、大分県でも甚大な被害があり、土砂で埋ま
った道を徒歩で一日かけて家族の元へ帰った。幸いにも家族
は無事だったが、宮﨑家はまたもや自宅を奪われてしまう。
　この窮地には、父の中国在住時代の友人が助け船を出して
くれた。苓北町都呂々に、松の木などの伐採・加工の仕事を
紹介してくれたのだ。美鈴さんも一緒に苓北町へ来ることに
なり、当時農協が経営していた床屋で働くことに（この床屋
は当時、お客さんの一人として来ていた誠さんと知り合うき
っかけにもなった店でもある）。
　誠さんとは結婚後も沢山の苦労を共にするが、息子２人・
孫６人・曾孫１人の子宝に恵まれ幸せな家庭を築く。馴初め
は恥ずかしいとのことで割愛するが、結婚前に誠さんが、
「実家の農業の手伝いを辞めて、床屋になる！」と専門の学
校に行ってくれるなど、誠さんなりの手助けを沢山してもら
えた。また、誠さんの父親からも独立資金の援助をしてもら
い、若松家の皆さんには大変感謝している。
　その後は、誠さんが大病で散髪台に立てなくなるが、夫婦
で若松理容店を経営。美鈴さんが散髪し、隣で誠さんがお客
さんのお喋り相手という体制を確立した。
　炭鉱の閉山で以前より、客足は少なくなった。それでも常
連さん達のため、美鈴さんの軽快なハサミのリズムと誠さん
の明るいトークが、今日も若松理容店からは聞こえてくる。

数十年ぶり？ のツーショット数十年ぶり？ のツーショット

店舗に飾ってある絵手紙店舗に飾ってある絵手紙

ちょう か  こう

ちょう か  こう

だいどう 【総合支援資金】

【福祉資金】

【教育支援資金】

『無料』でおゆずりします！
○幼児用歩行器　……　１台

【注】対象外の人・世帯

日本舞踊日本舞踊
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れいほくシニアサッカーフェスティバル
６０歳超の現役プレーヤーが集結！
オーバー６０

ポリオ撲滅キャンペーンで募金活動
西天草ロータリークラブ

坂瀬川小児童と地区老人会など 昔遊びやグラウンドゴルフで交流

花いっぱいで町をきれいに
冬にアジサイも！？　　　　町内各地

懸命にボールを追い気迫あふれるプレー

見事ホールインワン！ 紙相撲で「いざ、勝負！」

志岐山太鼓の演奏

一斉にスタートする参加者ら

優勝したランザ熊本シニアＳ・Ｃの皆さん

漁協女性部の皆さん（１１月２０日）

冬に咲いたアジサイの花（１２月１２日）

　れいほくシニアサッカーフェスティバル2018は12月
１日・２日の２日間、麟泉運動公園で開催され、県内
から４チームが参加しました。
　60歳以上（オーバー60）の選手でチーム構成される
同大会。年齢を感じさせない気迫あふれる試合は見応
え十分です。各チーム、年間を通して各地の大会に出
場されているとのことで、まさしく現役プレーヤーが
集結する大会となっています。
　昭和56年から３年間、坂瀬川中学校に勤務していた

　産業文化祭期間中、
西天草ロータリーク
ラブでは体育センタ
ー入口において「ポ
リオ（小児まひ）撲
滅キャンペーン」を
開催し、二日間で総
額130,638円の募金
が集まったとのことです。
　募金は国際ロータリーを通じてワクチンを必要とす
る子どもたちの支援に役立てられます。

　11月25日にあった坂瀬川小学校学習成果発表会「あ
いあいフェスティバル」で、同校児童らが坂瀬川地区
老人会や男闘呼塾の皆さんと、昔遊び（１・２年）と
グラウンドゴルフ（３～６年）で交流しました。
　昔遊びでは紙相撲や竹とんぼを楽しみ、グラウンド
ゴルフでは、最初は苦戦していた子どもたちも数ホー

　漁協女性部（富岡・代表＝石川みち子さん）では11
月20日、富岡港周辺でパンジーの苗を植えました。ま
た、12月12日、内田の吉田勝志さん宅前で、冬にはめ
ずらしいアジサイが。

山田隆典さん（山鹿市・熊本オールドキッカーズ所
属）は、「昨年から参加しており、とても懐かしいで
す。来年もまた来ます」と話しました。
　なお、大会結果は次のとおりです。
▼優勝　ランザ熊本シニアＳ・Ｃ　　（２勝１分）
▼２位　城まちＦＣ（熊本）　　　　（１勝２分）
▼３位　熊本南オールスターズＦＣ　（２分１敗）
▼４位　熊本オールドキッカーズ　　（１分２敗）

　皆さんも、町内各地できれいに咲く花を観賞されて
はいかがでしょうか。

天
竺
・
天
の
川
西
遊
記
登
山

天
竺
・
天
の
川
西
遊
記
登
山

絶
好
の
登
山
日
和 

２
０
０
人
が
下
島
最
高
峰
へ

　第16回天竺・天の川西遊記登山は11
月23日に開催され、町内外から200人
が天草下島最高峰「天竺」（５３８ｍ）
を目指しました。
　スタート地点の天草木場の杜自然学
校では地元特産品が並び、開会行事で
は、志岐山太鼓の演奏やくまモンの登
場もあり、絶好の登山日和の中スター
トしました。
　草木を愛でながら歩く登山道は往復
約13㎞。山頂までほぼ走って登ったと
いう稲尾瑞歩さん（17歳・春の迫）。「や
っぱり坂道はきつかった」とのことで
すが、良いトレーニングになったよう
でした。
　天草市から祖父母と参加していた田
中まさとさん（８歳）は、「あ～、おい
しい」と山頂で振る舞われたシシ汁を
味わっていました。
　「また、少し見晴らしが良くなっ
た」蓑上政喜さん（木場みどりの会）
の話のとおり山頂からの眺望はまさに
絶景。同行した記者も初めて、長島の
風車（鹿児島県）を肉眼で確認するこ
とができました。

　第16回天竺・天の川西遊記登山は11
月23日に開催され、町内外から200人
が天草下島最高峰「天竺」（５３８ｍ）
を目指しました。
　スタート地点の天草木場の杜自然学
校では地元特産品が並び、開会行事で
は、志岐山太鼓の演奏やくまモンの登
場もあり、絶好の登山日和の中スター
トしました。
　草木を愛でながら歩く登山道は往復
約13㎞。山頂までほぼ走って登ったと
いう稲尾瑞歩さん（17歳・春の迫）。「や
っぱり坂道はきつかった」とのことで
すが、良いトレーニングになったよう
でした。
　天草市から祖父母と参加していた田
中まさとさん（８歳）は、「あ～、おい
しい」と山頂で振る舞われたシシ汁を
味わっていました。
　「また、少し見晴らしが良くなっ
た」蓑上政喜さん（木場みどりの会）
の話のとおり山頂からの眺望はまさに
絶景。同行した記者も初めて、長島の
風車（鹿児島県）を肉眼で確認するこ
とができました。 山頂で景色を見ながらの昼食

確かに見えた長島の風力発電

ルまわるうちにみるみる上達していました。
　光永良子さん（中）は、「楽しかった。孫も３位に
なって良かったが、私よりもスコアがいいのではない
かと気になって確かめにいきました」と話しました。
　同校では、学習成果発表会にあわせて初めて実施し
たとのことです。



　

11
月
25
日
、
東
京
都
内
に
お
い

て
、
関
東
圏
在
住
の
苓
北
町
出
身

者
な
ど
で
構
成
す
る
「
関
東
ふ
る

さ
と
苓
北
会
」
（
大
仁
田
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会

長
）
の
総
会
お
よ
び
懇
親
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が
開
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さ
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、
約
１
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の
方
に
ご
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い
た
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き
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た
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苓
北
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ら
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、
松
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木
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6
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が
出
席
）
。

　

総
会
で
は
、
会
務
報
告
な
ど
の

ほ
か
出
席
回
数
が
多
い
会
員
へ
感

謝
状
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
来
賓

あ
い
さ
つ
で
は
、
田
嶋
町
長
か
ら

苓
北
町
の
一
次
産
業
等
の
状
況
に

つ
い
て
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話
が
あ
っ
た
ほ
か
、
山

本
議
長
か
ら
は
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「
会
員
皆
さ
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の
つ
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が
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を
大
切

に
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て
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き
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い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
日
本
サ
ッ
カ
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協
会
会

長
の
田
嶋
幸
三
さ
ん
に
も
出
席
い

た
だ
き
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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
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に
ま

つ
わ
る
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
今
回

初
め
て
出
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さ
れ
た
会
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の
紹
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や
、
苓
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の
各
地
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表
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に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
や
還
暦
・
喜

寿
の
お
祝
い
、
ま
た
苓
北
町
特
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も
当
た
る
福
引
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行
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、
会
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は
久
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の
再
会
や
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思
い
出
話
に
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雰
囲
気
で
、
ふ
る
さ

と
を
懐
か
し
む
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顔
で
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
で
つ
な
が
る
絆
の
輪

が
今
後
一
層
広
が
っ
て
い
く
よ

う
、
苓
北
出
身
で
関
東
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
世
代
を
問
わ
ず
積
極

的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

来
年
は
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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企画政策課 －information－－information－ 教育委員会

好
き
で
す
︒苓北町

皆さん、素敵な笑顔です（ステージでの記念撮影）

田嶋幸三ＪＦＡ会長（中央）を囲んで

第
23
期 

関
東
ふ
る
さ
と
苓
北
会
総
会
・
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

【報告】

企
画
政
策
課

法律系 行政書士、司法書士

コンサル系 社会保険労務士

ＩＴ資格／
パソコン系

ＩＴパスポート、基本情報技術者

医療系 医師、歯科医、獣医師、薬剤師、
歯科技工士、歯科衛生士

電気系 電気主任技術者、電気工事士、電
気通信主任技術者、電気工事施工
管理技士

調理／衛生／
飲食系

管理栄養士

車両／航空／
船舶系

海技士、自動車整備士、潜水士

会計系 公認会計士、税理士

不動産系

介護／福祉系

測量士、土地家屋調査士、
不動産鑑定士

建築／施行系 管工事施工管理技士、土木施工管
理技士、建築士、建築施工管理技
士

生活関連 理容師、美容師

教育関連 学校図書館司書教諭、高等学校教
諭普通免許状、養護学校教諭、中
学校教諭普通免許状、小学校教諭
普通免許状

その他 町長が特に必要と認めた国家資格
及び第１次産業に関連する資格や
技能等を取得し、後継者としてそ
の業務に従事する者

あん摩マッサーシ゛指圧師、介護
福祉士、介護支援専門員、看護師、
臨床検査技師、臨床工学技士、理
学療法士、はり師、作業療法士、
保育士、保健師、きゅう師、救急
救命士、助産師、診療放射線技師、
視能訓練士、精神保健福祉士

　町では、平成３１年度の予約奨学生を募集します。
希望者は、在学校の学校長を経由して、教育委員会へ
願書を提出してください（在学途中でも可）。
　条件と募集期間は次のとおりです。
■募集人員
○高等学校と高等専門学校奨学生　　　　…６人程度
○大学（短大含む）及び専修学校等奨学生…６人程度
■資格
〇他の奨学金を受けていない人
○高校などにあっては中学校の評定平均が３．２以上、
大学などにあっては高校の評定平均が３．５以上であ
ること。
○世帯全員の１年間の所得が町で定める基準額以下で
あること。
■奨学金の月額
〇高等学校と高等専門学校奨学生　１万２千円以内
〇大学奨学生（短大を含む）と専修学校等奨学生（文
部科学省が規定する学校）　　　３万５千円以内
■返還
〇高等学校奨学生は、同校卒業後１年おいて、借りた
年数の２倍以内の期間内で返還する。
〇高等専門学校奨学生は、同校卒業後借りた年数の２
倍以内の期間内で返還する。
○専修学校等奨学生・大学奨学生は、同校卒業後借り
た年数の３倍以内の期間内で返還する。
※奨学金制度は、先輩が返還した奨学金が後輩の奨学
金として活用されています。したがって、貸付終了
後は返還計画どおり返還しなければなりません。
※町が定める国家資格など【表１】を持つ人で、町内
に住んで町内の施設や町内を拠点としてその国家資
格などの業務に従事する人は、奨学金の一部の返還
が免除されます。
■利息　
　無利子
■募集期間  
　平成３１年１月４日（金）～１月３１日（木）
■留意事項
　①町の奨学資金は貸付事業です。卒業後には必ず返
還する義務があります。申込みの際は、家庭の経
済事情や返還時の負担など奨学生と保護者がよく
話し合ったうえで、申し込んでください。

　②他の貸付型奨学金との併用はできません。

【表１】町が定める国家資格など

【注】本表は平成２６年度以降の採用者から適用

□問　教育委員会　担当／川原　☎○内４０４

苓北町教育委員会
平成３１年度  奨学生を募集します
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に
あ
る
交
付

期
限
か
ら
、
さ
ら
に
90
日
受
取
の
な
か
っ
た

カ
ー
ド
は
、
国
の
通
知
に
基
づ
い
て
廃
棄

し
、
交
付
に
は
再
度
申
請
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
住
民
課　

担
当
／
規
矩

　
　

☎
○内
１
０
５

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用
料
等
を
支

払
っ
た
場
合
に
は
、
源
泉
徴
収
票
や
支
払
調

書
な
ど
の
法
定
調
書
（
一
部
を
除
く
。
）
を

一
年
間
の
支
払
分
を
取
り
ま
と
め
て
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
中
の
支
払
に
係
る
法
定
調
書
の

提
出
は
、
平
成
31
年
１
月
31
日
㊍
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
正
確
に
記
載
し
、
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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INFORMATION

掲載希望は総務課広報係へ

お知らせ

町か
らの

お知らせ、くらしの情報
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平
成
31
年
消
防
出
初
式
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時　

１
月
６
日
㊐ 

8
時
40
分 

行
進
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

9
時
00
分 

開
会

▼
場
所　

農
村
運
動
広
場

（
雨
天
時
＝
苓
北
町
体
育
セ
ン
タ
ー
）

日
頃
か
ら
昼
夜
を
問
わ
ず
消
防
・
防
災
活

動
を
行
っ
て
い
る
消
防
団
の
訓
練
の
成
果

や
、
迫
力
あ
る
放
水
競
技
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
分
列
行
進
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
に
よ
る

「
汁
物
」
の
無
料
提
供
も
あ
り
ま
す
。

問　

総
務
課　

担
当
／
福
田
郷

　
　

☎
○内
２
０
８

年
末
年
始
に
か
け
て
は
、
車
の
動
き
が
慌

た
だ
し
く
な
る
と
と
も
に
、
飲
酒
の
機
会
も

増
え
、
重
大
な
交
通
事
故
の
発
生
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
帰
省
に
伴
い
路
上
駐
車
が

増
え
、
通
行
の
妨
げ
に
よ
る
交
通
事
故
や
、

消
防
車
や
救
急
車
等
の
緊
急
車
両
の
通
行
の

妨
げ
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り

が
交
通
安
全
・
交
通
マ
ナ
ー
の
遵
守
を
心
が

け
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
期
間　

12
月
21
日
〜
１
月
３
日

▼
重
点　

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶
▽
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
全
席
着
用
の
徹
底
▽
自

転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

問　

総
務
課　

担
当
／
福
田
郷

　
　

☎
○内
２
０
８

献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
冬
期
は
、
輸
血

用
血
液
が
不
足
し
や
す
い
季
節
で
す
。

こ
の
た
め
、
熊
本
県
で
は
１
月
〜
２
月
の

２
ヵ
月
間
、
成
人
式
を
迎
え
る
「
は
た
ち
」

の
若
者
を
中
心
に
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
献
血
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

特
に
若
い
人
た
ち
で
、
献
血
を
し
た
こ
と

が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
苓
北
町
で
は
、
左
記
の
日
程
で
献

血
（
４
０
０
㎖
）
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

「
は
た
ち
」
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時
と
場
所　

１
月
17
日
㊍

　

9
時
〜
12
時
30
分　

天
草
拓
心
高
校
マ
リ

ン
校
舎
／
14
時
〜
15
時
30
分　

は
ま
ゆ
う

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
法
定
調
書
の
提
出
義
務
者
（
支
払
者
）

は
、
原
則
と
し
て
金
銭
等
の
支
払
を
受
け
る

方
及
び
支
払
者
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
又
は
法

人
番
号
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
給
与
・
公
的
年
金
等
の
支
払
を
す

る
事
業
者
の
方
は
、
支
払
報
告
書
を
市
町
村

に
、
源
泉
徴
収
票
を
税
務
署
に
そ
れ
ぞ
れ
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
地
方
税
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
を
利
用
す

れ
ば
、
支
払
報
告
書
と
源
泉
徴
収
票
を
一
括

作
成
し
、
送
信
す
る
こ
と
で
、
支
払
報
告
書

は
各
市
町
村
に
、
源
泉
徴
収
票
は
税
務
署
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

提
出
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
（w

w
w
.nta.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

天
草
税
務
署　

☎
22
―
２
５
１
０

（
※
自
動
音
声
案
内
）

冬
季
期
間
中
、
役
場
庁
舎
内
で
は
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
で
「
省
エ
ネ
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

▼
期
間　

12
月
１
日
〜
３
月
31
日

▼
取
り
組
み　

▽
暖
房
は
室
温
が
18
度
以
下

の
時
に
使
用
し
、室
温
が
20
度
以
下
と
な
る

よ
う
設
定
し
ま
す
▽
職
員
は
防
寒
着
の
着

用
、膝
掛
け
等
を
利
用
し
節
電
に
努
め
ま
す
。

問　

総
務
課　

担
当
／
福
田
卓

　
　

☎
○内
２
０
９

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

「
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
」

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
税
だ
よ
り

法
定
調
書
の
提
出
は
１
月
31
日
ま
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
へ

ご
観
覧
く
だ
さ
い
！

消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
す

役
場
庁
舎
内「
省
エ
ネ
」推
進
中
で
す

無料
電話

39-0003（会計） 39-0002（税務/福祉） 39-0000（商工/農水/土木） 39-0001（水道）
39-0004（企画） 39-0005（議会） 35-2111（委員会） 35-1233（調理場） 35-1111（総務課）

　償却資産とは？
　製造や小売、農業などの事業を個人または法人で営んでいる方が所有し、その事業のために用いる
ことができる以下の事業用資産をいいます。
１. 構築物（家屋を除く）・・・・ 門、塀、舗装路面、ネオンなど
２ 機械および装置・・・・・・・ モーター、プレス機、冷凍装置など
３. 船舶・・・・・・・・・・・・ ボート、釣船など
４. 車両及び運搬具・・・・・・・ 自転車、リヤカー、キャタピラを有する自動車など
５. 工具、器具及び備品・・・・・ 机、椅子、パソコンなど
６. 太陽光発電設備（次表のとおり）

⑴ 納税義務者
　   賦課期日（平成３１年１月１日）現在の償却資産の所有者が納税義務者になります。

⑵ 価格の決定
　   申告と調査に基づいて資産を把握し、減価償却計算を行い算出した評価額が決定価格になります。

⑶ 課税標準額
　   賦課期日現在における償却資産の価格で、償却資産課税台帳に登録されたものです。

⑷ 税率
　   税率は１.４パーセントです。

⑸ 免税点
　   課税標準となるべき償却資産の合計額が１５０万円未満の場合は課税されません。

問　税務住民課　担当／益田　☎   １１１

設置者

 個人（住宅用）

 個人（事業用）

 法人

1 0 k w以上の発電設備

屋根などに経済産業省の認定を受け設置
し、売電の事業資産となり、発電設備は
課税の対象になります。

1 0 k w未満の発電設備

課税対象外

個人の方であっても事業の用に供している資産については、発電
出力、全量売電、余剰売電にかかわらず課税対象になります。

事 業 の 用 に 供 し て い る 資 産 に な り ま す の で 、 発 電 出 力 、 全 量 売
電、余剰売電にかかわらず課税対象になります。

　固定資産税の課税対象となる減価償却とは、土地、家屋および自動車（自動車税、軽自動車税を支払うも
の）を除く有形の事業のために用いることができる資産で、その減価償却額または減価償却費が法人税法ま
たは所得税法の規定による所得の計算上、損金または必要経費に算入されるものをいいます。
　所得税、法人税の確定申告で、これらの資産を減価償却費に計上している場合（個人・法人両方が対象に
なります）は、必ず償却資産の申告が必要です。
　償却済み資産も課税の対象になりますので、平成３１年１月３１日（木）までに苓北町役場税務住民課へ
申告してください（申告用紙は役場にあります）。

償却資産の申告を忘れずに！
税務住民課 －information－



「
溜
め
マ
ス
」
は
、
台
所
排
水
に
含
ま
れ

る
油
脂
分
や
細
か
い
ゴ
ミ
を
分
離
し
て
、
汚

水
管
の
詰
ま
り
を
防
ぐ
役
割
を
し
て
い
ま
す

が
、
清
掃
を
し
な
い
と
油
脂
分
が
マ
ス
内
で

固
ま
り
排
水
の
流
れ
が
悪
く
な
り
詰
ま
り
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
（
１
カ
月

に
１
回
程
度
）
な
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
清
掃
の
準
備
物　

柄
付
き
網
お
た
ま
・
柄

杓
・
柄
付
き
ブ
ラ
シ
・
バ
ケ
ツ
・
家
庭
用

洗
剤
・
ゴ
ム
手
袋

▼
清
掃
の
手
順　

①
台
所
排
水
の
下
流
側
に

溜
め
マ
ス
が
あ
る
の
で
、
蓋
を
開
け
ま

す
。
②
油
分
（
浮
い
て
い
る
白
い
塊
）
と

沈
殿
し
て
い
る
泥
や
ご
み
を
、
お
た
ま
や

柄
杓
で
す
く
い
上
げ
ま
す
。
③
エ
ル
ボ
を

取
り
外
し
、
マ
ス
の
中
を
家
庭
用
洗
剤
と

ブ
ラ
シ
で
洗
い
ま
す
（
エ
ル
ボ
も
洗
い
ま

す
）
。
④
エ
ル
ボ
を
取
り
付
け
て
完
了
で

す
。

▼
ご
み
の
処
分　

す
く
っ
た
油
分
や
ご
み
類

は
、
乾
燥
さ
せ
た
後
に
新
聞
紙
等
に
包

み
、
「
も
や
せ
る
ご
み
」
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

水
道
環
境
課　

担
当
／
小
林

　
　

☎
○内
１
２
９

▼
試
験
種
類

甲
種
、
乙
種
１
〜
６
類
、
丙
種

▼
申
込
期
間

▽
電
子
申
請
＝
１
月
１
日
㊋
〜
同
８
日
㊋

▽
書
面
申
請
＝
１
月
４
日
㊎
〜
同
11
日
㊎

※
受
験
願
書
等
は
、
天
草
広
域
連
合
消
防
本
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電
線
の
近
く
で
凧
を
あ
げ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
凧
が
電
線
に
か
か
っ

た
ら
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
取
ら
ず
、
九

州
電
力
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
電
線
を
竹
ざ
お
な
ど
で
つ
つ
く
の
は
大
変

危
険
で
す
。

▼
電
柱
に
は
の
ぼ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問　

九
州
電
力
（
株
）
天
草
配
電
事
業
所

　
　

☎
０
１
２
０
―
９
８
６
―
６
０
７

▼
助
成
制
度　

【
苓
北
町
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
安
全
確
保
支
援
事
業
】

地
震
発
生
時
に
お
け
る
人
身
事
故
の
防
止

及
び
避
難
経
路
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
行
う
場
合
に

は
、
予
算
の
範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象　

民
間
住
宅
の
道
路
に
面
す
る
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤
去
す
る
者
で
、
補
助

金
要
綱
の
要
件
を
満
た
す
者
。
な
お
、
本

年
６
月
19
日
以
降
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤

去
し
た
者
に
つ
い
て
も
助
成
対
象
と
し
ま

す
。

▼
助
成
額　

20
万
円
又
は
撤
去
す
る
（
撤
去

し
た
）
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ
に
１
万
２

千
円
を
乗
じ
て
得
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い

方
の
額

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課　

担
当
／
田
尻　

☎
○内
２
０
８

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
や
お
祝
い
事

を
す
る
機
会
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
政

治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
贈

る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈

り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。次

の
①
か
ら
④
と
⑥
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ

る
と
、
公
民
権
停
止
（
選
挙
へ
の
立
候
補
、

選
挙
で
の
投
票
等
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
）
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の

禁
止

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

⑤
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁

止
問　

苓
北
町
選
挙
管
理
委
員
会
／
苓
北
町
明

　
　

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
総
務
課
内
）

　
　

担
当
／
道
田　

☎
○内
２
０
９

▼
期
日　

２
月
10
日
㊐

▼
場
所　

熊
本
市

部
予
防
課
ま
た
は
各
消
防
署
・
分
署
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。
申
込
方
法
な
ど
詳
し
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□申…申し込み先　□問…問い合わせ先　○内…内線　○町…町内無料電話

「
溜
め
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ス
」
は
定
期
的
に
清
掃
し
ま
し
ょ
う
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水
道
環
境
課　

た

生活習慣病予防健診・骨粗しょう症検診を実施します
福祉保健課　

　日頃、健診を受ける機会のない若い世代の人を対象に、生活習慣病予防健診を実施します。併せて70歳以下
の女性を対象に、骨粗しょう症検診を実施します。
　自らの健康状態を知る大切な機会となりますので、ぜひ受診をお勧めします。

生活習慣病とは　 … 生活習慣が原因で発症する疾患。偏った食事・運動不足・飲酒・喫煙・ストレスなど好ま
しくない習慣や環境が積み重なると生活習慣病（高血圧・脂質異常症・糖尿病）を引き起こします。生活習慣
病は自覚症状がほとんどないため、本人の気付かないうちに血管などにダメージを与えていきます。その結
果、ある日突然、狭心症や心筋梗塞、脳卒中など、命に関わる恐ろしい疾患を引き起こすことがあります。高
血圧、脂質異常症などと診断されたら、たとえ症状がなくても、食事や運動など生活習慣を見直し、治療に前
向きに取り組むことで、これらの恐ろしい疾患の予防につながります。

骨粗しょう症とは　 … 骨の密度が減少し、もろく折れやすくなっている状態を言います。
骨は、「身体を支える」「臓器を保護する」「カルシウムを貯蔵する」という、生命維持や活動にかかせない
大切な働きを担っています。現在の骨量を知り、生活習慣を見直すきっかけにしてください。

▼受付日時　１月23日（水）午前９時～10時まで
▼場所　　　役場大会議室
▼申込締切　１月16日（水）
▼内容

①生活習慣病予防健診（先着20名）
▽対象者　20歳から39歳までの主婦や農・漁業に従事している人などで、健診を受ける機会がない人
　　　　　（※男女不問）
▽健診項目　身体測定、尿検査、心電図検査、血液検査（貧血、肝・腎機能、脂質、糖代謝）、内科診察
▽個人負担金　２，０００円

②骨粗しょう症検診（先着40名）
▽対象者　70歳以下の女性
▽検診方法　超音波でかかと部分の骨密度測定
▽個人負担金　５００円

□申㉄　福祉保健課　担当／田中　☎○内１４２

▼学校概要　高機能化、システム化された装備品に対応できる陸上自
衛官を育成する学校（所在地＝神奈川県横須賀市陸上自衛隊武山駐
屯地）

▼応募資格　15歳以上17歳未満（H31.4.1現在）の日本国籍を有する
男子

▼願書受付期間　１月７日（月）まで
▼試験日程　▽一次試験　１月19日（土）【会場 天草広域本部】

▽二次試験　２月２日（土）【陸上自衛隊健軍駐屯地】
▼待遇など　▽身分　特別職国家公務員（生徒）※自衛官ではありま

せん。▽手当　月額101,000円・期末手当年２回（６・12月）▽そ
の他　宿舎は無料。食事・制服類・寝具は支給または貸与。

▼自衛官候補生および一般曹候補生
の採用年齢を現行の「18歳以上27
歳未満」から「18歳以上33歳未満
に改正」。

▼その他　自衛官候補生男子（女
子）は、年間を通じて受付を行っ
ています。

㉄　自衛隊天草駐在員事務所　☎２２－３３４９

「陸上自衛隊高等工科学校生徒」を募集しています
「自衛官等の採用上限年齢の
　引き上げについて」
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こせきの窓 11月受付分

・弔　慰　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるもの

への賛助
・接　遇　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加に

係る経費
・みやげ・記念品　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係

る経費
・その他　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

　町長交際費とは、町
長が円滑な行政運営を
図るために町を代表し
て行う外部との交際に
要する経費です。クリー
ンな行政運営を目指す
苓北町では、町長交際
費を毎月公表します。

（平成３０年11月処理分）
区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費

みやげ・記念品
その他
計

件数
２件
０件
０件
０件
０件
０件
５件
０件
７件

金　額  
36,200円

0円
0円
0円
0円
0円

72,100円
0円

108,300円

問　総務課　☎○内２０７　○町35－1111

7,284人（－３）
男3,415人（－３）　女3,869人（±０）　世帯数3,180戸（±０）

町の動き 平成30年11月末現在

※（ ）は前月比

カレンダー（主な行事予定）

日 月 火 水 木 金 土

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

1 January2019

４日

６日

８日

13日

20日

苓北町成人式

消防出初め式

苓北町長・議会議員選挙 告示日

苓北町長・議会議員選挙 投票日

上津深江八坂神社「裸まつり」

ニューイヤーコンサート

１月休日当番医
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－０００１
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１

☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３５－１１１９
☎３５－１１３３
☎３７－０００１

１月１日
２日

３日
６日
13日
14日

20日

27日

（火・祝）
（水）

（木）
（日）
（日）
（月・祝）

（日）

（日）

慈恵病院
慈恵病院
猪口医院
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院

慈恵病院
苓北クリニック
苓北医師会病院
猪口医院

（内）
（内）
（小）
（内）
（内）
（外）

（内・整・リハ・泌・耳・小〈午後〉）
（内）

（内・消）
（泌）
（小）

https://www.hellowork.go.jp
求  人  情  報求  人  情  報【常用一般分抜粋】12月３日現在

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号
4709581

4727881

4733481

4786881

4788181

4790981

4794881

4801981

4803481

4804781

4805881

4806281

4808081

4809381

4810581

4619681

4601681

4538381

41040- 4590481

4514981

4515581

4377081

4378381

4379681

43010-40160881

43010-39982481

15070-11016981

15070-11204081

4323881

4345981

4355581

4356481

4358881

4366881

4368181

4370981

4374881

不問
59歳以下
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問

不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
64歳以下
18歳以上
35歳以下
35歳以下
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問

187,000円～231,000円

192,000円

230,000円

251,200円～278,200円

203,000円～233,000円

168,000円～192,500円

170,000円～243,000円

172,800円～185,800円

172,800円～185,800円

172,800円～185,800円

163,200円～181,200円

163,200円～181,200円

349,800円～389,400円

201,000円～229,500円

194,000円～249,500円

135,000円～190,000円

150,000円～180,000円

303,000円～313,000円

220,000円～352,000円

242,000円～352,000円

176,000円～286,000円

195,000円～215,000円

165,000円～180,000円

150,800円～162,800円

164,000円～185,500円

143,000円～192,500円

161,000円～213,000円

172,000円～224,000円

184,500円～203,000円

205,000円～240,000円

185,000円～253,000円

163,200円～181,200円

160,800円～178,800円

180,000円～225,000円

153,000円～200,000円

210,000円～250,000円

132,440円～136,000円

大工（造作工事）
森林整備員
作業療法士または理学療法士
経理事務（主任・係長）［天草慈恵病院］
看護師（天草慈恵病院）
准看護師（天草慈恵病院）
訪問看護師
介護福祉士（天草慈恵病院）
介護福祉士（介護老人保健施設　慈恵苑）
介護福祉士（通所リハビリ）
介護職（介護老人保健施設　慈恵苑）
介護職（通所リハビリ）
薬剤師（天草慈恵病院）
社会福祉士（天草慈恵病院）
介護支援専門員［ケアマネージャー］（居宅介護支援事業所）

介護職員
ホテルフロント及び事務
看護師（管理職）（天草慈恵病院）
鉄工、仕上げ、塗装工
建築大工
建築土木作業員
看護師（はまゆう療育園）
准看護師（はまゆう療育園）
介護職（生活支援員）（はまゆう療育園）
正社員ヘルパー（天草）
警備係／天草市地区
販売・店舗運営職（リージョナル社員）
店舗運営職・幹部候補（ナショナル社員）
土木作業員
診療放射線技師
作業療法士（天草慈恵病院）
看護補助者（天草慈恵病院）
訪問介護（ホームヘルパー）
看護師
准看護師
作業療法士
看護助手

2人
5人
1人
1人
3人
3人
1人
1人
2人
1人
1人
1人
1人
1人

1人
2人
1人
1人
5人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
3人
2人
2人
2人
1人
1人
2人
1人
2人
2人
1人
2人

　国民年金、厚生年金保険などから支給される一定額以上の老齢年金などは、所得税法上「雑所得」とし
て、所得税がかかります。
　日本年金機構では、所得税が源泉徴収されたか否かにかかわらず、老齢年金などを受けている年金受給者
全員に「公的年金等の源泉徴収票」を作成し、１月末までに送付しています。（障害年金・遺族年金は課税
対象ではありませんので送付されません）
　源泉徴収票には、１月から１２月までの１年間に支払われた年金の総額、特別徴収された介護保険料や後
期高齢者医療保険料の金額、源泉徴収税額および控除内容が記載されています。

　確定申告の際に添付書類として必要ですので大切に保管してください。

　万が一、紛失したり破損したりした場合には、再発行することができます。基礎年金番号が確認できるも
のをご用意のうえ、下記まで電話で申請してください。

問　本渡年金事務所　☎ ２４－２１１２　　ねんきんダイヤル 　☎ ０５７０－０５－１１６５
（０５０から始まる番号でかける場合は ☎ ０３－６７００－１１６５）

○公的年金等の源泉徴収票が送付されます

　大切に保管してください

※来客用等土産の一括購入
　（１件＝52,800円）を含む。

苓北町巡回バス 年末年始運休
12/29～1/3の６日間は運休します    

１月休館日のお知らせ
麟泉の湯　　　　  ☎３５－３７７０
10日（木）・17日（木）※年末年始営業
苓北町歴史資料館  ☎３５－０７１２
毎週木曜日　 ※12/30～１/１は休館
温泉プール　　　  ☎３５－３３０１
※施設の改修工事のため、現在休館しています。

富岡ビジターセンター  ☎３５－０１７０
毎週水曜日　 ※12/30～１/１は休館

善意の寄附 ありがとうございました

（敬称略）

お悔やみ申し上げます （敬称略）

　
　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者

白木尾　　田中　陸斗（りくと）
城　下　　田﨑　佑真（ゆうしん）
一丁目　　阪本　蒼真（そうま）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　妻　氏　名

中　通　時田　慶彦　　天草市　倉田　加奈

　区  名　　 　 　氏　　名　　         年齢

中　通　　松山　武雄　　69歳
一丁目　　原田　陸興　　79歳
狸河内　　石田進一郎　　79歳
小　路　　廣田　弘也　　48歳
内　田　　板倉　　猛　　96歳
内　田　　吉田　一子　　90歳
松　原　　宮下喜久雄　　83歳
中　村　　藤本ムツヨ　　71歳
一丁目　　松本　律子　　79歳

●社協寄付（11月受付分）
野﨑　　操さん　  桑野　美生さん　  石田みどりさん
松山　武久さん　  板倉　廣志さん　  吉田　寿雅さん
●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ30.11.14～Ｈ30.12.18）
宮﨑　英人さん（長野県）　橋本　幸雄さん（鹿児島県）
石原　良穂さん（神奈川県）　山田　一一さん（大阪府）
石打　和美さん（大阪府）　田口　幸徳さん（兵庫県）
西尾百合子さん（愛知県）　田尻　一哉さん（埼玉県）
大仁田　伸さん（東京都）　池﨑　健介さん（千葉県）
柿原　仁六さん（神奈川県）　山口　徳吉さん（埼玉県）
石山　博俊さん（千葉県）　川口　春幸さん（東京都）
田﨑　正俊さん（埼玉県）　鈴木　優子さん（東京都）
平井　正徳さん（神奈川県）　雨森　雅子さん（神奈川県）
浜﨑　信也さん（東京都）　山田　順治さん（東京都）
大仁田　淳さん（埼玉県）　中村加津枝さん（東京都）
平井　正清さん（福岡県）　山田　　強さん（東京都）
井上　悦子さん（大阪府）

〈新生活運動の推進〉お返しは廃止し、お礼状を送りましょう

圭造・由香
隆盛・郁美
誠 ・友美

幸せにゴールイン （敬称略）
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産業文化祭【写真コンテスト 最優秀賞】

お城まつり【絵画コンテスト 銀賞】

「落ちない城」

「夜更けの富岡城」

「宙に舞う」
松本 優一郎さん（苓北中２年）撮影者＝北村 幸雄さん（熊本市）

撮影年月日／場所＝2018.10.28 11:03／百間土手下

撮影者＝永田 隆一さん（天草市）
撮影年月日／場所＝2018.8.9 23:17／富岡城

本川 碧唯さん（苓北中２年）
あお  い

「自然豊かな城」

産
業
文
化
祭

お
城
ま
つ
り
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務
課
☎
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広報れ
い
ほ
く

12
月
号

（
平
成
３０
年
）

携帯・スマートフォンでホーム
ページを見ることができます。
reihoku-kumamoto.jp

広
報
物
語
︵
編
集
後
記
︶

　

聴
覚
を
遮
る
け
た
た
ま
し
い
プ
ロ
ペ
ラ
音
︒

︵
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
︶

　

ヘ
リ
を
降
り
︑
近
づ
い
て
き
た
消
防
航
空
隊

隊
員
が
仕
草
だ
け
で
語
り
か
け
た
︒

　

同
じ
人
間
で
あ
る
は
ず
な
の
に
︒
同
じ
日
本

人
で
あ
る
は
ず
な
の
に
︒
私
と
は
ま
る
で
違
う

世
界
を
︑
私
と
は
ま
る
で
違
う
精
神
状
態
で
生

き
る
人
間
の
︑
た
だ
精
悍
︑
と
い
う
だ
け
で
は

な
い
︑
や
さ
し
さ
︑
強
さ
︑
安
心
感
を
同
居
さ

せ
た
よ
う
な
顔
が
言
っ
た
︒

　

さ
あ
︑
行
き
ま
し
ょ
う
！　

と
︒

　

今
日
は
４
年
に
一
度
の
苓
北
町
産
業
文
化

祭
︒
防
災
展
に
熊
本
県
防
災
ヘ
リ
﹁
ひ
ば
り
﹂

が
や
っ
て
来
た
︒
訓
練
に
お
け
る
広
報
活
動
の

名
目
で
搭
乗

︱
ほ
ん
の
数
分
の
フ
ラ
イ
ト
だ

っ
た
に
ち
が
い
な
い

︱
を
許
さ
れ
た
︑
運
の

良
い
町
の
広
報
係
・
カ
メ
ラ
マ
ン
Ｍ
は
︑
取
り

憑
か
れ
た
よ
う
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
続
け

た
︒

　

青
と
い
う
よ
り
も
碧
に
近
い
海
︒

　

規
則
的
に
平
野
を
埋
め
尽
く
す
圃
場
︒

　

や
っ
ぱ
り
︒
空
か
ら
初
め
て
目
に
し
た
わ
が

町
は
︑
美
し
か
っ
た
︒
い
や
︑
美
し
す
ぎ
た
︒

　

Ｍ
は
確
信
し
た
︒
そ
の
フ
レ
ー
ズ
と
美
し
き

わ
が
町
の
見
事
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
︒
ゆ
く
年
︑

く
る
年
︒
さ
あ
︑
今
こ
そ

︱
︑

︿
大
き
く
踏
み
出
せ 

輝
く
未
来
へ
﹀
︒

︵
広
報
物
語
︑
了
︶

﹁
今
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
︒
広

報
係
・
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
︑
様
々
な
貴
重

な
体
験
・
経
験
︑
そ
し
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
ど
う
か
良

い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
﹂︵
広
報
係
・
Ｍ
︶
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